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中山間地域再興ビジョンに係る意見概要（集落活動センター及び地域団体ヒアリング）

１.ビジョン

に対するご意

見・要望、そ

の他

【ビジョン全般】

・ビジョンを策定して県が大きな旗を振るのは素晴らしいと思う。

・人が少なくても、みんなが笑って暮らせるようなビジョンにしてほしい。

・10 年後を担ってくれる若者の意見が必要。

・ビジョン策定により、本当に人口が増加するような取り組みにしてほしい。

２.「若者増

加」に関する

こと

【教育】

・教育面からの働きかけとして、ふるさとへの愛着や回帰文化の醸成は必要。

・地域の教育については都心部と格差を感じる。

【移住・担い手】

・中山間地域を活性化させるためには、外から移住してくれる子育て世代の力が必要。

・Uターンを促進してほしい。Uターンの人は地域の事を理解しており、行事等にも積極的

に参加してくれる。

・進学等で地元を出た人が学んだ内容や技術を活かすことができなくて、地元に戻ってくる

ことが少ない。

・仕事があれば若い人も集まる。中山間地域に仕事を作ることが必要。

３.「くらし」

に関すること
【移動】

・有償運送は利用者も減り、運転手もなり手が少ない。

【買い物】

・香我美町のＡコープがなくなり、近くには銀行もない。買い物難民になってしまうのでは

ないかと心配。

・採算の採れない公益性の高い機能（土佐山ストアや JAのガソリンスタンドなど）をどの
ように継続していくか、次の世代にどのように引き継いでいくか課題。

【鳥獣】

・農作物は猿・鹿・猪の獣害に困っている。近年は鹿による被害が増えており、鳥獣害対策

をしなければ、農業の継続が難しくなっている。

【健康】

・田舎でも安心して医療を受けることが出来るような体制を整備することが必要。

【福祉】

・見守りの体制をいかに強化していくかが重要。あったかの集いの場や訪問などが重要な役

割を担っていると思う。

４．「活力」

に関すること
【集落活動】

・高齢化が進んでいることもあり、活動の継続が大変になってきた。

・とにかく人材（担い手）不足である。地域内の役割や役職はまったく減らず、一人への負

担が増大している。

・若者に引き継ぐにしても、有志がほぼ無償で奉仕している現在の仕組みでは無理。無償ボ

ランティアを若者に強制するわけにはいかない。

【農村】

・地域の過疎・高齢化により耕作放棄地が増えており、今後の農地管理が心配。

【伝統文化】

・何百年も前から続いてきたお祭りなども、やれる人がいなくなって、できなくなってしま

っている。
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５.「しごと」

に関すること

【地域産業】

・後継者づくりが重要である。今の支援では単なる延命措置で、農家を増やすことに力やお

金をかけたほうがよいのではないか。

・嶺北地域では、ラフティングなど自然体験事業の伸びしろがまだまだあると思うので、観

光産業への支援を手厚くすれば、雇用も増えるのではないか。

・中山間には、第 1次産業振興だけではなく、若者向けの産業（デジタル、アート系）の誘

致を。

【起業】

・やりたいことにチャレンジできる環境が整えば、夢を持っているのに潰れていく人や、チ

ャレンジすることを諦めて村外へ流れていっている人たちをつなぎ止めることができる。

・地域の事業者のほとんどがうまく事業承継できていない。事業承継は早く行動しなければ、

切羽詰まってから（引退間際など）だと遅い。

６．「横串」

に関すること
【デジタル】

・通信環境が悪いことが原因で、移住者や地元の若い人が村を出て行くこともあった。

・どんな地域であってもネット環境の整備は必須。ネット環境がない地域は移住希望者にも

相手にされず衰退していくのではないか。

これらの意見も踏まえ、取り組みの強化に向けて、全庁を挙げて

前向きに対応を検討。


